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平成３０年８月 川口病院 

【統一様式】 

川口病院が担う役割について 

資料２－２ 

菊池地域医療構想調整会議 



１ 現状と課題 
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【自施設の現状と課題】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川口病院の現状 
  

 当院は「生命の尊厳を第一に考え医療・福祉・保健の分野で最大限の地

域貢献を行う」「患者様へ病状の説明を十分に行い、初期医療から回復期

までの一貫した高度の医療サービスを提供する」「病状によっては病診・

病病連携を図りながら患者様に最適の医療を提供する」を理念とし、「全

職員が一丸となり地域の方々の期待に応えるための診療体制を構築し、地

域で最も信頼ある病院を目指す」を基本方針として日々の業務に取り組ん

でいる。 

 菊池地域の救急医療を担う救急告示病院として、また平成１２年からは

熊本県より災害拠点病院の指定を受け、１日２４時間３６５日、救急医

療・災害医療とそのニーズに応えている。 
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【自施設の現状と課題】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川口病院の現状 
 

・救急医療 
 平成２９年の当院救急患者４，１６１人のうち救急車による救急搬送患者数は６１
５人（菊池市救急告示４病院救急搬送患者１，１０３人のうち当院は全体の５６％）、
心肺停止などに特定行為を行った搬送患者受入数は１６人（菊池市救急告示４病院搬
送者数２０人のうち当院は全体の８０％）。  
・災害医療 
 平成２８年の熊本地震の際、菊池市での地震に関連する負傷者数８３人のうち、当
院に搬送・受診された患者数は７７人(全体の９３％)と、菊池地域の救急・災害医療
の核として大きく貢献している。またＤＭＡＴも２チーム保有し、熊本地震の際は県
庁・益城町に約３週間の出動をし、その後も災害拠点病院として大規模災害に備え
日々訓練を行っている。  
・警察医療・Ａｉ（死亡時画像診断） 
 平成２９年の菊池警察署の検視取扱数９４体のうち、当院での検屍は７５体(全体
の８０％)その殆どのご遺体にＡｉを行い、死因を確定させるため最後の医療として
積極的に取り組んでいる。 
 
 



１ 現状と課題 

4 

【自施設の現状と課題】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川口病院の診療実績（届出入院基本料、平均在院日数等） 
 
・職員数  医  師： ７名（常勤  ７名：非常勤 ３９名） 
      看護職員：４４名（常勤 ３３名：非常勤 １１名） 
      専 門 職：１８名（常勤 １８名：非常勤  ０名） 
      事務職員： ７名（常勤  ７名：非常勤  ０名） 
・診療実績 一般病棟入院基本料（１５対１：平成２９年度） 
      ４機能のうち急性期のみ 病床数：６０床 
 
 平成２７年 平成２８年 平成２９年 

入院患者数 ２１，３８４人 ２１，９０２人 ２１，８８９人 

外来患者数 ４９，３０２人 ５１，７１６人 ５１，０９４人 

新入院患者数 ７０７人 ７２０人 ７３５人 

病床稼働率 ９７．６％ ９９．７％ ９９．９％ 

平均在院日数 ２９．９ ３０．６ ２９．７ 
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【自施設の現状と課題】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川口病院の課題 
 
・救急医療・災害医療体制の維持・継続・強化 
 菊池市の救急告示病院・災害拠点病院として今後、更なる機能の充実や
救急搬送患者の受入れ要請に対応できる体制を如何に維持・継続、そして
強化していけるかが課題であり、また体制に必要な人材の確保も課題と
なってくる。 
 
・病床機能の維持・継続 
 高齢者が次第に多くなってきており、病床回転率も悪くなるため平均在
院日数の短縮が困難である。病床機能を継続・維持するため、救急・災害
医療同様人材の確保に努力し、他医療機関・施設との連携を図り病床回転
率を上げるかが課題である。 



２ 今後の方針 
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【地域において今後担うべき役割】 
 

川口病院の今後担うべき役割 
 

 当院は救急告示病院また災害拠点病院として、菊池市の救急医療
の核となり今後も２４時間３６５日、救急医療・災害医療とその
ニーズに応えるため、維持・継続していくことが当院が地域におい
てもっとも担うべき役割と考える。 
  
 また、在宅医療など今後、患者様からのニーズが増えるであろう
医療にも視野を広げ、サービスを提供できるような体制づくりを検
討するなど職員一丸となり努力していかなければならない。 



３ 具体的な計画 
(1)今後提供する医療機能に関する事項 
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【①４機能ごとの病床のあり方 その１】 

病床機能 2017年(平成29年) 2023年(平成35年) 2025年(平成37年) 

高度急性期 

急性期 ６０ ６０ ６０ 

回復期 

慢性期 

その他 

合  計 ６０ ６０ ６０ 

単位：床 
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現時点 
(2018年 7月時点) 

2025年 理由・方策 

維持 

外科・内科・整形外科・皮膚科 
循環器科・消化器科・放射線科 

泌尿器科・肛門科・麻酔科・性病科 
リハビリテーション科・リウマチ科 

同左 見直しなし 

新設 ― ― 見直しなし 

廃止 ― ― 見直しなし 

変更・統合 ― ― 見直しなし 

【②診療科の見直し】 



３ 具体的な計画 
(2)数値目標 
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現時点(2017年時点) 2025年 

①病床稼働率 ９９．９％ １００．０％ 

②紹介率 ― ― 

③逆紹介率 ― ― 


